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富
山
口
ユ
円
。
ロ
ロ
司
巾
吋
m
o
F
司
O
】
伊
丹
校
内
弘
司
由
民
昨
日

g
(
E
g
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E
ロ∞
U
R円
凶
ぴ
可
回
・

hw
岡
山

-
Z
R
a

従
来
、
政
党
に
関
す
る
社
会
学
的
研
宛
と
し
て
は
M
・
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス

キ

1
、
R
-
Z
へ
ん
て

M
・
ウ
エ

1
パ

I
等
一
一
、
三
の
文
献
を
有
す
る
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
数
年
、
政
党
の
起
源
・
発
達
・
政
党
総
繊
・

政
党
制
度
に
関
す
る
包
括
的
著
作
が
遂
年
出
版
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
0
6

こ
れ

ほ
、
政
治
現
象
、
就
中
、
国
家
及
び
政
治
体
制
一
般
と
政
党
と
U
密
接
必
関

係
、
な
ら
び
に
政
治
体
制
の
複
雑
な
動
態
を
解
明
す
る
に
当
り
新
し
い
視
角

と
展
望
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
世
代
以
前
に
R
:
¥へ
ん
ス
に
よ
っ
て
「
政
党
の
研
究
と
分
析
は
政
治

学
の
新
し
い
分
野
で
あ
る
」
と
評
さ
れ
、
最
近
、

s・
ノ
イ
マ
ン
に
よ
っ
て

十

昭

雄

亀

も
「
政
党
は
現
代
政
治
の
生
命
線
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
そ
れ
は
長
く
政
治
理
~

論
の
継
子
で
あ
っ
た
」
と
し
て
指
摘
さ
れ
だ
が
、
的
か
か
る
政
党
現
象
の
解
明

に
、
全
面
的
に
取
組
ん
だ
最
近
の
重
要
な
理
論
的
収
穫
の
一
つ
が
、
こ
こ
に

紹
介
を
試
み
る
M
・
タ
ュ
ヴ
ヱ
ル
ジ
ヱ
の
政
党
論
で
あ
る
。
本
書
位
構
成
上

の
多
角
的
性
格
と
紙
幅
と
の
制
約
か
ら
全
体
に
わ
た
っ
て
遂
一
内
容
紹
介
を

試
み
る
ζ

と
は
不
可
能
で
あ
る
Q

そ
こ
で
最
初
に
全
篇
の
目
次
内
容
を
記
し

て
お
こ
う
ψ

部

政
党
、
構
造

一
意
政
党
組
織

一
節
直
接
、
間
接
構
造
匂
間
接
政
党
の
諸
形
態
心
間
接
構
造
の
諸
要



制・ヂュゲェんジェ政党論

一索。

z

p
シ

ア
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一
一
節
基
本
的
要
素
。
コ

1
カ
ス
Q

，
支
部
。
綿
砲
0

・
軍
隊
組
織
1

v

一
一
一
節
一
般
的
接
合
。
弱
い
叉
騒
い
接
合
-
水
平
的
乃
垂
直
的
悼
割
合
。

一

集

権

と

分

権

。

ヘ

一

一

章

政

党

員

fr

・

一
一
節
政
党
員
の
機
念
。
幹
部
政
党
と
犬
衆
政
党
。
¥
政
党
員
気
の
基
準
。
政

一
党
員
数
。

号、

9
M
m
シ
ト

↓
一
節
参
与
の
程
度
。
選
挙
人
。
支
持
者
。
闘
士
。

三
節
参
与
の
性
格
。
全
体
主
義
的
及
び
制
限
的
政
党
。
羊
刊
同
社
会
、

i
i
 

結
社
、
秩
序
0

6

三

章

政

党

指

導

J

・

・

1

一
節
指
導
者
選
出
。
独
裁
制
へ
の
傾
向
。
表
面
的
指
稽
者
と
民
の
指

導
者
。

イ
シ
ナ

I
サ
ー
ク
ル

指
導
に
お
け
る
寡
顕
制
。
党
内
集
団
の
形
成
。
党
内
集
団
の
構

成
及
び
更
新
?

パ
'
ス
ナ
ロ
ゼ
I
シ
ヨ
ン

指
導
者
の
緩
滅
。
一
権
力
の
増
大
。
権
カ
の
入
品
柑
化
。

政
党
指
準
者
と
議
会
曲
作
表
者
。
政
党
に
対
す
る
議
会
代
表
者
の

支
配
。
議
会
代
表
者
と
指
導
者
の
対
抗
。
議
会
代
表
者
に
対
す

る
政
党
の
支
配
。

節
四三
節節

，、

己

都

政

党

制

度

一

章

政

党

の

数

一
一
節
コ
大
政
党
制
。
コ
大
政
党
側
の
諸
類
型
。
一
一
大
政
党
制
と
選
挙

体
制
。

". 

芝生

多
数
政
党
側
。
多
数
政
党
制
の
形
成
。
多
数
政
党
制
の
諸
類
型
。

多
数
政
党
制
と
再
投
票
制
度
。
多
数
政
党
側
と
-
比
例
代
表
制
。

単
・
一
政
党
。
単
一
政
党
の
一
般
的
待
徴
。
フ
ァ
シ
ス
ト
及
び
共

産
主
義
単
一
政
党
。
単
一
政
党
と
」
T

モ
ク
ラ
シ

1
。一

コ
寧
勢
カ
と
伺
盤

h
テ
ゴ

η
J
I

↑
一
一
節
政
党
勢
力
の
諾
類
型
ω

勢
カ
の
諸
範
時
。
小
政
党
議
。

一
一
一
節
政
党
勢
力
の
発
展
。
発
展
の
務
類
型
。
正
常
的
進
化
&
突
然
変

異

。

，

い

一
マ
三
館
J

・
政
党
同
盟
。
J

同
盟
の
諸
要
因
。
選
挙
、
議
会
及
び
政
府
構
成
上

の
伺
盟
。
同
盟
の
政
治
地
理
学
。
同
盟
関
の
諸
関
係
。

一
円
一
孝
政
党
と
政
治
体
制

一
節
政
党
と
支
部
者
の
選
択
。
政
党
と
候
補
者
塁
。
政
党
と
事

シ
ヨ
シ
プ
ロ
パ

1

司
の
選
挙
Q

一
一
節
政
党
と
意
見
の
代
表
。
一
一
つ
の
意
見
の
歪
曲
。
政
党
制
度
と
怠

見
の
歪
曲
。

三
節
政
党
と
統
治
構
造
?
政
党
と
権
力
分
立
。
政
党
と
政
府
権
限
。

政
党
と
反
対
濃
の
機
能
。

論

、
一
一
一
節節

完結木
書
の
第
一
部
を
原
理
篤
と
す
る
と
第
一
一
部
は
、
原
恕
篤
マ
説
明
し
展
開

さ
れ
た
一
般
概
念
、
会
式
、
法
則
等
を
政
党
諸
制
度
の
分
析
に
適
用
し
た
応

用
篤
と
も
い
え
よ
う
。
全
体
を
通
じ
て
の
木
警
の
意
図
及
び
課
題
は
政
党
の

社
会
学
的
分
析
と
綜
合
を
通
じ
て
政
党
現
象
に
お
け
る
諸
法
則
を
解
明
す
る

こ
と
に
あ
る
。
著
者
が
四
百
数
十
頁
に
わ
た
っ
て
試
み
る
の
は
、
政
党
の
政

-131-

毒を



令

a〆P 

~ ， 

〆e

策
、
教
義
や
、
教
義
が
政
党
組
織
に
及
ぼ
す
影
響
力
、
乃
至
政
党
の
社
会
的

構
成
等
と
い
つ
だ
問
題
mw
一
般
的
分
析
で
は
な
く
、

M
r
オ
ス
¥
ト
ロ
ゴ
ル
不

キ

1
、
R
-ミ
へ
ん

λ

の
伝
統
に
連
な
る
政
党
の
社
会
学
的
研
究
で
あ
る
。

一
か
く
て
、
現
代
国
家
に
お
け
る
政
党
制
の
地
伎
、
民
主
的
政
拍
体
制
ど
政

党
の
相
互
連
関
と
い
っ
た
問
題
観
に
立
脚
し
て
イ
ヂ
オ
ロ
♂
ギ
I
的
分
析
か
ら

更
に
進
ん
で
実
証
的
研
究
へ
と
政
党
論
を
展
開
す
る
著
者
は
「
将
来
の
研
究

l
そ
れ
は
、
い
つ
か
確
実
な
社
会
学
的
法
則
の
定
立
を
可
能
に
す
る
で
あ
ろ

う
ー
を
導
く
こ
と
の
で
き
る
諸
身
の
仮
設
を
定
式
化
し
た
い
』
と
の
ぺ
、
本

書
の
構
成
に
お
け
る
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
e
a

「
現
代
国
家
に
お
け
る

t政
党
の
組
織
と
通
勤
」
と
副
題
さ
れ
た
本
書
は
、
以
上
に
の
べ
た
よ
う
な
意

悶
凶
に
従
っ
て
体
系
的
政
党
理
論
を
提
供
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
‘
以
下

に
紙
輔
の
許
す
限
り
論
旨
の
大
綱
を
紹
介
し
併
せ
て
者
干
の
疑
問
を
提
起
し

て
み
た
い
い
。

全
般
的
に
政
党
の
発
達
は
」
T

モ
タ
ラ
シ

1
の
発
展
即
ち
、
普
通
選
挙
権
の

拡
張
、
議
会
権
限
の
強
化
等
と
結
び
つ
い
て
い
る
?
議
会
制
デ
モ
ク
子
シ
ー

と
し
て
一
般
的
に
整
備
完
成
さ
れ
た
西
欧
諸
問
家
の
国
家
構
造
が
そ
の
輪
郭

を
こ
こ
五
十
年
殆
ざ
不
変
に
保
持
し
た
の
に
拘
ら
ず
「
政
党
構
造
」
に
は

著
し
い
変
苓
現
象
が
継
起
し
た
。
政
党
の
発
展
を
促
し
た
議
会
制
ヂ
モ
グ
一
フ

シ
ー
は
、
政
党
自
体
の
発
展
の
も
た
ら
し
た
あ
る
種
の
構
造
H
著
者
に
よ
る

と
細
胞
制
度
と
軍
隊
組
識
は
そ
の
典
例
H
に
ま
っ
て
、
議
会
、
選
挙
と
い
う

そ
の
中
綾
的
組
織
と
機
能
に
お
い
て
重
大
な
問
題
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

民
主
的
制
度
の
内
部
に
生
じ
た
政
党
の
壁
国
変
化
の
歴
史
的
原
因
を
著
者
は

二
つ
指
摘
す
る
。
一
つ
は
一
八
九

O
年
か
ら
一
九
一
一

0
年
代
に
わ
た
り
、
ョ

l

冒
す
パ
社
会
主
義
諸
政
党
が
伝
統
的
政
党
の
閉
鎖
的
コ

1
・n
x
制
度
に
代
え

ブ
ラ
ン
チ
シ
ス
テ
ム

て
地
方
支
部
制
度
を
と
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
今
一
つ
は
二
九
二
五
年
か
ら
一

九
一
一
一
十
年
代
に
か
け
て
共
産
党
が
一
職
場
単
位
に
も
と
づ
く
細
胞
組
織
、
ァ
ァ

シ
ス
ト
政
党
が
箪
隊
組
織
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
ぞ

「
政
党
総
輯
の
構
成
単
位
」
と
し
て
の
こ
れ
ら
3
1
カ
モ
支
部
、
細
胞
、

ミ
リ
シ
ヤ

〆
軍
隊
組
織
は
歴
史
的
に
も
構
造
的
に
も
略
々
保
守
系
政
党
、
社
会
主
義
諸
政

党
、
・
共
産
党
、
フ
ァ
シ
ス
ト
諸
政
党
に
照
応
す
る
夫
九
べ
の
基
本
要
素
で
あ
る

が
、
そ
の
性
格
い
か
ん
に
よ
っ
て
政
党
組
織
の
強
弱
が
第
一
に
規
制
さ
れ
る
。

夫
々
の
政
党
の
基
本
要
素
自
体
の
性
格
構
造
と
選
挙
制
度
が
そ
れ
に
及
ぼ

す
影
響
を
検
討
し
て
、
細
胞
を
組
織
の
基
礎
と
し
て
採
用
し
た
こ
と
の
特
に

重
要
な
意
義
を
著
者
は
次
の
如
く
指
摘
し
て
い
る
。

即
ち
、
従
来
の
授
粟
を
獲
得
し
、
議
員
を
集
団
化
し
、
議
員
と
選
挙
民
間

e

の
接
触
を
媒
介
し
保
持
す
る
こ
立
を
目
論
む
集
団
と
し
て
の
政
党
概
念
に
代

っ
て
、
政
党
は
煽
動
、
宣
伝
、
組
律
1

必
要
な
ら
秘
密
行
動
の
道
具
と
な
り
、

選
挙
や
議
会
討
論
が
中
心
的
活
動
で
な
く
な
る
よ
う
な
政
党
概
念
を
必
要
と

す
る
と
至
っ
た
こ
と
が
そ
れ
で
あ
付
。
こ
の
変
化
の
重
要
性
は
い
か
ほ
ど
強

調
じ
て
も
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
著
者
は
「
こ
の
変
化
は
政
治

体
制
と
、
・
政
治
体
制
の
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
政
治
体
制
が
産
み
出
し
た

政
治
議
組
織
聞
の
分
裂
を
顕
著
な
ら
し
め
る
」
と
の
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
基
本
要
素
が
相
互
に
い
か
に
結
合
さ
れ
て
い
る
か
!
こ
れ
は
政

-
党
の
一
般
的
結
合
の
問
題
ー
は
、
同
政
党
の
闘
士
、
イ
ヂ
オ
ロ
ギ
i
的
統
一
、

行
動
の
能
率
及
び
戦
術
や
原
理
に
重
要
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
曹
と
い
う
見
地
か

ら
、
政
党
組
織
の
強
弱
を
一
一
層
明
確
に
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
分
類
が
、

-132ー



水
平
及
ぴ
垂
直
的
結
合
、
並
び
に
集
権
及
び
分
権
的
結
合
の
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
は
結
合
、
一
般
の
問
題
で
は
な
く
1

結
合
が
い
か
た
る
方
向
を
指
向
す
る

か
の
問
題
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
一
と
水
平
的
垂
直
的
り
ン
ク
は
政
党
の
基
礎

単
位
を
調
態
す
る
様
式
を
決
定
す
る
問
題
で
あ
り
、
分
権
か
集
権
か
は
政
党

指
導
の
異
な
る
レ
ベ
ル
聞
に
権
カ
が
配
分
さ
れ
る
万
法
を
決
め
る
問
題
で
あ

る。

J

著
者
は
こ
れ
ら
の
問
題
え
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
類
型
化

を
試
み
る
。
例
え
ば
集
格
的
u
J

ン
ク
の
類
型
と
し
て
は
民
主
的
中
央
集
権
型

独
裁
的
中
央
集
権
型
が
あ
げ
ら
れ
、
後
者
が
7
T
U
V

ズ
ム
政
党
の
指
導
原
理

と
し
て
、
前
者
は
共
産
主
義
的
な
民
主
的
中
未
集
権
主
義
の
解
釈
を
手
懸
り

と
し
て
広
ぐ
民
主
集
中
制
の
問
題
と
し
て
指
導
者
対
一
般
卒
伍
の
関
係
か
ら

考
察
さ
れ
る
。
(
マ
章
一
)

‘
-
-
-

「
党
員
」
と
い
う
言
葉
は
夫
々
の
政
党
に
お
い
て
決
し
て
同
一
の
意
味
を
一

も
た
な
い
。
党
員
と
は
い
か
に
定
義
さ
る
べ
き
か
、
各
国
各
政
党
に
共
通
な

党
員
測
定
の
尺
度
が
存
在
す
る
か
、
政
党
え
の
参
与
の
程
度
と
は
何
か
、
ν

参

与
に
は
い
か
な
る
種
類
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
か
等
の
一
問
題
が
第
二
章
で
取

扱

わ

れ

る

。

，

カ
ー
ド
ル
パ
ー
テ
ィ

政
党
員
と
い
う
概
念
は
長
引
部
政
党
L

か
ら
「
大
衆
政
党
」
え
の
政
党
進

化
の
産
物
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
実
質
的
に
幹
部
政
党
で
も
大
衆
政
党
に
倣

い
党
員
制
を
広
占
く
採
用
ず
る
た
め
ャ
厳
密
に
両
者
を
区
別
す
る
と
と
が
d

難
し
き

く
、
叉
純
粋
な
幹
部
政
党
は
存
在
七
殺
が
と
と
一
を
予
め
詣
顎
似
た
主
r

主
義 l' 

に
お
く
。
こ
の
構
造
に
お
け
る
差
異
は
「
政
治
的
視
点
」
と
「
財
政
的
視
点
」

の
両
者
か
ら
解
明
さ
れ
る
。
「
政
治
的
視
点
」
と
は
大
衆
の
政
治
教
育
及
び

大
衆
獲
得
方
法
で
あ
り
、
「
財
政
的
視
点
」
と
は
党
資
金
調
達
方
法
官
あ
る
。

一
幹
部
政
党
が
社
会
的
有
力
箸
と
財
力
と
に
依
存
す
る
の
と
は
逆
に
、
大
衆

政
党
は
数
の
力
に
依
拠
せ
ざ
お
を
え
な
い
。
従
っ
て
政
治
前
に
も
経
済
的
に

も
大
衆
政
党
に
と
の
て
党
員
獲
得
は
基
本
的
活
動
の
一
つ

ιな
る
。

大
衆
政
党
に
と
っ
て
の
こ
の
至
上
命
令
と
も
い
う
パ
き
活
動
は
理
論
的
に

は
幹
部
政
党
に
と
っ
て
不
必
要
で
あ
ろ
う
。
だ
が
選
挙
権
の
拡
張
、
更
に
そ

れ
に
も
と
づ
く
社
会
主
義
政
党
の
出
現
と
発
展
、
つ
い
で
ナ

T
ス
の
拾
頭

は
、
府
政
党
を

L
て
次
第
に
新
た
な
政
治
状
況
え
の
適
応
を
不
可
避
な
ら
し

め
、
中
産
階
級
的
幹
部
政
党
を
大
衆
的
保
守
政
党
に
一
般
的
に
脱
皮
せ
し
め

て
い
っ
た
。

H

¢

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
と
し
て
今
党
員
を
「
党
務
え
の
一
定
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
L
」
、
「
規
則
的
に
蛍
費
を
納
入
す
る
人
」
と
し
て
定
義
し
、
か
っ
そ

れ
を
厳
密
に
適
用
す
る
と
、
幹
部
政
党
に
は
党
員
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い

と
抽
象
的
に
は
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
各
政
党
の
歴
史
的
発
展
と
党

員
受
録
制
度
の
考
察
か
ら
「
党
員
に
つ
い
て
ご
切
の
政
党
に
妥
当
す
る
厳
密

な
定
義
を
探
す
努
力
は
無
益
に
等
L
い
」
と
一
応
の
結
論
を
導
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
公
式
の
党
員
資
絡
制
度
を
有
し
な
い
政
党
に
お
い
て
も
参
与
の

}
程
度
を
異
に
す
る
い
く
つ
か
の
集
団
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
政

党
を
分
析
す
る
場
合
、
著
者
は
次
の
三
つ
の
同
心
円
的
サ
ー
ク
ル
を
手
が
か

り
と
す
る
。

明
地
方
及
一
ぴ
全
国
の
選
挙
に
お
い
て
政
党
の
推
薦
す
る
候
補
者
に
投
棄
す

。
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え

で
~

ヲ

ミ

J

ぺ
也
、

J

(

V

'

ミ
段
差
一
選
挙
安
当
窓
主
義
党
護
院
一
愛
読
じ
て
お
る
い
と
ど
を
自

ら
自
覚
、
キ
ザ
時
院
な
っ
一
で
は
狂
熱
的
に
政
策
一
一
を
支
持
弁
護
す
る

h
支
持
人

者
」
。
問
調
者
、
秘
密
粂
産
主
義
者
ど
呼
ぼ
れ
る
入
荷
も
こ
の
支
持
者

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
』

z
p
u
p
ン
ト

同
確
信
的
関
土
の
集
団
。
F

即
ち
党
員
で
あ
る
に
止
ま
ら
ず
、
党
組
織
や
党

活
動
を
理
解
し
、
更
に
宣
伝
や
一
般
的
活
動
を
指
導
し
さ
え
す
る
も
の
。

幹
部
政
党
の
コ

1
カ
ス
?
ン
は
こ
の
闘
士
に
属
す
る
が
、
五
式
の
も
党
員

制
度
を
有
す
る
政
党
に
あ
っ
て
は
、
闘
士
か
ら
な
る
集
団
は
党
員
に
弐

い
で
四
番
目
の
サ
ー
ク
ル
と
な
る
。

さ
て
、
著
者
が
こ
れ
ら
の
四
つ
の
1
党
員
制
を
欠
く
場
合
三
つ
の
!
同
心

円
的
集
団
の
各
三
次
び
集
団
聞
の
相
互
関
係
を
殊
更
に
厳
密
に
区
別
し
か
っ

比
較
考
察
す
る
め
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
M
・ウエ

l

パ
ー
や
R
・
ミ
へ
ん
ス
等
に
よ
っ
て
近
代
的
組
織
に
不
可
避
的
な
「
官
僚
制

化
」
、
「
寡
頭
制
化
L

の
理
論
を
相
続
し
て
い
る
が
、
著
者
の
問
題
意
識
も
そ

れ
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

わ
仇
わ
れ
が
民
主
的
と
名
付
け
る
制
度
や
組
織
の
内
部
に
参
透
し
貫
徹
す
e

4
u
f
l
芋

l

る
骨
骨
頭
制
の
程
度
、
逆
に
制
度
や
組
織
の
民
主
的
性
格
の
度
合
の
測
定
に
当

っ
て
、
こ
れ
ら
の
集
団
を
相
互
に
区
別
し
、
ど
の
集
団
が
他
の
集
団
の
利
益
、

意
思
、
輿
論
を
反
映
し
叉
代
表
し
て
い
る
か
等
の
点
に
関
し
相
互
関
係
を
検

討
す
る
こ
と
が
極
め
て
有
効
な
方
法
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
、
著
者
は
、

潤
え
ば
闘
土
か
ら
な
る
集
団
が
そ
の
外
側
の
集
且
の
代
表
者
と
し
て
外
部
集

団
を
生
気
づ
け
指
導
す
る
限
り
、
換
言
す
る
と
一
連
の
同
心
円
的
サ
ー
ク
ル

オ
η
'
v
A

シ一

7
1
シ
ヨ
ン

に
一
般
的
志
向
の
一
致
が
あ
る
場
合
、
民
主
的
制
度
と
呼
ば
れ
、
し
か
ら

ざ
る
場
合
、
同
心
円
的
サ
ー
ク
ル
の
食
体
的
構
成
は
寡
頭
制
と
定
義
さ
れ
ね

r

t

 

c>‘ 

，醤

も

ば
な
ら
な
い
と
の
べ
て
い
る
。

参
与
の
程
度
を
問
題
に
す
る
こ
と
が
科
学
的
に
も
実
践
的
ど
も
軍
要
な
問

題
で
あ
る
こ
と
を
朗
ら
か
に
し
た
著
者
は
つ
い
で
、
夫
々
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

お
い
て
さ
え
も
参
与
の
質
が
互
に
異
な
る
と
い
う
考
え
か
ら
参
与
の
性
格
を

論
ず
る
。
そ
の
手
懸
り
は
ま
ず
全
体
主
義
的
政
覧
と
制
限
的
政
党
の
綴
念
、

つ
ぎ
に
ヂ
ン
ニ

l
ス
の
社
会
理
論
を
改
訂
補
完
し
た
共
同
社
会
、
桔
社
、

開
船

ω観
念
に
求
め
ら
れ
る
。
参
与
の
性
格
は
全
体
主
義
的
政
党
と
制
限
的

政
党
と
で
は
著
し
く
異
な
る
。
例
え
ば
7

7
ン
ス
急
進
社
会
党
に
あ
っ
セ
は

党
え
の
参
一
与
の
性
格
は
純
粋
に
政
治
的
で
一
定
範
囲
の
生
活
領
域
を
超
え
ず

従
っ
て
同
党
は
「
制
限
的
政
党
」
で
あ
る
が
、
共
産
党
に
あ
っ
て
は
参
与
は

全
人
格
的
で
党
生
活
の
外
に
私
的
生
活
な
る
も
の
が
差
別
で
き
な
い
と
い
う

謹
白
か
ら
、
共
産
党
は
「
全
体
主
義
的
政
党
L

で
あ
る
と
著
者
は
い
う
。

更
に
共
同
社
会
、
結
社
、
秩
序
の
区
別
は
夫
々
の
内
部
に
穆
透
す
る
連
市

の
性
質
に
従
っ
て
政
党
の
分
類
を
可
能
に
す
る
だ
け
で
な
ど
、
、
政
党
の
興
味

あ
る
歴
史
的
進
化
の
跡
付
け
を
も
可
能
に
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
著
者
は
、

こ
の
社
会
学
的
概
念
を
利
用
し
て
政
党
の
歴
史
的
進
化
を
簡
単
に
論
じ
て
い

る
。
ハ
第
一
一
章
)
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関

震
頭
側
、
官
僚
制
及
び
民
主
制
と
い
う
一
二
つ
の
概
念
は
本
章
の
基
本
的
概

念
を
ず
な
し
て
い
る
。

著
者
が
政
党
指
導
の
性
格
、
構
造
を
分
析
す
る
に
当
っ
て
と
る
ア
プ
ロ
ー

チ
は
、
政
党
組
織
の
発
達
が
自
ら
の
飴
内
に
い
か
に
祭
頭
制
的
傾
向
を
強
化

し
つ
つ
あ
る
か
、
又
そ
の
傾
向
に
表
裏
し
て
い
か
な
る
問
題
が
新
売
に
惹
起

、



さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
お
か
れ
る
。
亡
、
の
よ
う
な
視
角
は
コ
T

モ
F
-ヲ

シ
ー
に
と
っ
て
の
危
機
は
政
党
の
存
在
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

時
々
に
政
党
が
採
る
軍
事
的
、
宗
教
的
、
全
体
主
義
的
形
態
に
あ
あ
し
と
す

る
著
者
の
民
主
主
義
観
、
政
党
観
か
ら
も
容
易
に
理
解
で
き
る
。

問
題
解
明
の
手
懸
り
を
著
者
は
二
つ
の
点
に
求
め
る
。
一
つ
は
「
お
よ
そ

ガ
パ
メ
ン
ト

一
切
の
統
治
権
力
は
寡
顕
倒
的
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
今
一
つ
は

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
何
等
か
の
方
法
で
一
切
の
権
力
は
王
当
化
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
導
品
百
出
さ
れ
る
も
r

の
は
♂
「
ず

べ
て
の
人
間
社
会
に
お
い
て
権
力
の
組
麟
は
、
一
二
つ
の
相
反
す
る
勢
力

l
一

リ
ヂ
ル
ト

方
で
は
信
念
、
他
方
で
は
実
際
的
必
要
1

の
結
果
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
一

な
る
b

、
近
代
に
お
け
る
権
力
の
足
当
性
理
説
は
「
ヂ
モ
タ
ラ
シ

1
」
に
お
か

れ
、
こ
の
民
主
主
義
的
疋
当
性
の
信
愈
が
現
代
に
お
い
て
も
支
配
的
信
念
で

あ
る
こ
と
は
著
者
も
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。

従
っ
て
、
政
党
の
指
導
も
「
外
見
に
お
い
て
民
主
的
ι
「
実
際
に
お
い
て

寡
頭
的
」
と
い
う
一
一
置
の
特
徴
を
示
さ
ざ
る
を
え
ず
、
政
党
は
外
線
上
の
民

主
的
な
指
導
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
寡
頭
制
の
実
際
を
カ
バ
ー
し
な
け

撒
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
著
者
協
政
党
指
導
者
の
選
出
方
法
を
広
く
検
討
し

歌
て
、
-
指
導
者
選
択
に
お
け
る
独
裁
乱
え
の
傾
斜
は
各
国
各
政
党
の
普
通
的
現

九
.
象
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
程
度
の
問
題
で
は
、
あ
っ
て
も
独
裁

カ
唱
ア
ラ
タ

l

、
J

的
要
索
が
常
に
存
在
す
る
以
上
一
は
何
甜
一
ず
か
の
外
装
手
段
が
試
み
ら
れ
ね
ば
な

グ
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
ご
つ
の
技
術
が
使
用
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
山
政
府
が

J

A

し
ば
し
ば
用
い
る
手
段
で
も
あ
る
が
、
選
挙
操
作
で
あ
刀
、
今
一
つ
が
真
の

一M
.
指
導
一
一
と
表
面
上
の
指
導
者
を
区
別
す
る
方
法
で
あ
る
A

選
挙
操
作
は
塁
本

一霊的震仮面習の

Z独
義
裁
的
器
額
向
聖
J

をを
y
譲
暴
す

Zると
主
ド
う
品
勤
莱
去
、
〉γ
詰
指
号

ρ室
区
刻
型は

芯λ
一いとと一μ仏い叫)一一
九合γ託バ
ぷ4し秘停t九
~b~与
4

ぷギ九私令}3y
川マいいド引?，
Lし

t?}リ
Fjbvw昨
年
し
試
し
け
い

U
F
F
J弓

形
式
上
の
権
力
者
と
権
力
の
翼
の
所
有
者
と
の
現
実
的
識
別
を
図
難
な
ら
唱
し

め
る
と
い
う
効
果
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
目
的
に
役
立
た
し
め
ら
れ

・る。
指
導
者
選
出
に
お
け
る
独
裁
的
方
法
の
利
用
は
政
党
指
導
者
へ
の
権
力
集

中
を
も
た
ら
し
、
従
っ
て
政
党
指
導
も
裳
萌
制
的
形
飴
を
帯
び
る
が
、
著
者

は
か
か
る
一
般
的
傾
向
が
大
衆
の
自
然
的
保
守
性
と
内
部
集
団
形
成
の
不
可

避
一
性
か
ら
も
当
黙
と
い
う
。
内
部
集
団
と
は
、
政
党
指
導
の
寡
頭
制
化
に
照

応
す
る
と
こ
ろ
の
多
か
れ
少
な
か
れ
閉
鎖
的
な
「
支
配
階
級
」
の
こ
之
で
あ

る
。
著
者
は
内
部
集
団
ぞ
指
導
者
の
種
別
を
検
討
し
て
裳
頭
側
形
態
に
一
一
一
つ

の
類
別
を
設
け
る
。
則
ち
け
個
人
的
寒
頭
制
肉
制
度
化
さ
れ
た
官
僚
制
的
寒

頭
制
国
独
裁
政
党
に
お
け
る
独
裁
的
裳
頭
制
が
そ
れ
で
あ
る
。
政
党
指
導
が

上
述
の
ど
の
形
態
の
で
あ
ろ
う
と
寡
頭
側
の
特
臨
を
務
び
る
時
、
ご
っ
の
大

切
な
問
題
が
発
生
す
る
。
内
部
集
団
の
社
会
的
構
成
と
そ
の
更
新
と
い
う
問

題
で
あ
る
。

内
部
集
団
が
党
員
大
衆
の
社
会
的
構
成
を
代
表
す
る
こ
と
は
ま
ず
殆
ど

な
く
、
指
導
者
の
心
理
も
犬
晶
体
の
心
理
と
同
一
で
は
な
い
。
た
と
え
指
導
者

が
党
員
大
衆
と
同
一
の
社
会
構
成
に
属
す
る
場
合
で
も
、
彼
等
は
大
衆
か
ら

遊
蹴
附
し
て
内
部
輯
靖
国
を
~
形
成
す
る
傾
向
が
あ
る
。
政
党
に
お
け
る
指
導
層
の

更
新
、
内
部
集
団
の
若
返
り
と
い
っ
た
問
題
が
ζ

の
自
然
的
傾
向
え
の
抵
抗

に
お
い
て
把
握
ぎ
れ
る
限
り
解
決
は
容
易
で
な
い
。
何
故
な
ら
指
導
者
の
更

ザ
ヌ
リ
ー
ダ
ー

新
と
い
う
問
題
自
体
が
、
下
位
指
導
者
の
反
対
と
党
員
大
衆
の
保
守
的
傾
向

と
い
う
三
つ
の
古
本
障
害
に
つ
き
当
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
精
巣
著
者
は
、

指
導
滑
更
新
は
相
等
程
度
の
集
権
的
性
格
の
党
か
、
組
織
構
成
の
緩
や
か
な

一
政
党
か
叉
は
例
外
的
環
境
下
に
お
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
結
論
沿
・
ざ
る
を

-185ー



ダ
ー
だ
い
な
い
油

評
・
組
織
竺
指
導
に
お
け
玖
上
述
の
如
き
寡
頭
制
え
の
傾
向
は
必
然
的
に
少
数

者
広
報
カ
集
中
を
も
た
ら
す
の
み
で
な
く
均
最
高
指
導
者
の
著
し
い
穣
元
強

書
化
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
大
衆
が
権
力
に
参
与
し
、
政
治
の
舞
台
に
政
治

一
の
d

主
体
と
し
て
登
場
し
て
来
た
歴
史
的
経
過
に
照
応
し
℃
、
二
十
世
組
以
来

{
『
つ
の
市
中
援
的
事
実
が
慨
境
戸
晶
一
戸
北
沼
ら
れ
る
J

と
著
者
一
は
い
う
。
指
導
者

の
権
力
強
化
と
権
力
の
六
格
化
が
そ
れ
で
あ
る
φ

政
党
に
と
っ
て
権
力
の
問

題
が
重
要
な
問
題
に
な
る
の
は
党
員
数
の
増
犬
と
い
う
機
続
的
要
因
一
と
、
組

律
あ
る
団
体
行
動
及
び
組
織
に
よ
っ
セ
の
み
自
ら
を
解
放
し
、
自
由
を
集
団

前
撞
需
物
と
し
て
か
ち
得
た
1
1
口
て
~
労
め
階
級
ゐ
の
歴
史
的
伝
統
と
い
う

社
会
的
要
因
と
に
も
と
づ
く
。
と
れ
ら
の
契
機
に
よ
石
党
組
俸
の
高
度
化
，

は
権
威
の
ピ
ラ
ミ

v
y
化
を
も
た
ら
し
、
更
に
形
式
的
な
権
力
配
分
の
背
後

の
実
質
的
権
方
回
分
は
最
高
指
導
者
の
権
力
に
個
メ
的
色
彰
を
強
め
て
い

く
。
権
カ
の
人
格
化
の
典
型
は
フ
ァ
シ
ス
ト
党
で
あ
る
が
、
共
産
党
に
-
お
い

て
も
党
と
最
高
精
導
者
と
が
同
F

「
視
さ
れ
る
事
情
を
著
者
は
フ
一
一
フ
ン
ス
共
産

党
を
例
と
し
て
解
明
す
る
。

か
か
る
政
党
発
達
の
事
情
を
背
景
と
じ
て
、
こ
ヤ
」
に
新
た
な
形
態
の
裳
頭

制
の
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。
即
ち
政
党
所
属
議
員
に
対
す
る
党
の
支
部
の
問

題
で
あ
る
。
著
者
は
こ
れ
を
、
政
党
員
社
会
内
部
に
お
け
る
指
導
の
築
頭
制

的
性
格
と
比
較
し
て
外
部
的
寡
頭
側
と
で
も
名
づ
け
ら
れ
る
と
の
べ
て
い

る
。
そ
の
理
由
は
議
員
と
政
党
指
導
者
と
の
差
異
を
選
挙
人
の
政
党
員
と
の

差
異
に
照
応
さ
せ
「
議
員
同
州
選
挙
人
を
代
表
し
、
、
党
指
導
者
な
政
党
社
会
の

首
長
で
あ
る
」
と
す
る
論
理
に
よ
っ
て
い
る
。
著
者
は
両
者
の
相
互
関
係
を
e

弐
の
三
つ
の
段
階
で
区
別
す
る
。
即
ち
け
議
員
の
政
党
支
間
同
議
員
と
酌

、

党
福
導
者
聞
に
お
け
ゐ
相
対
的
均
衡
状
態
同
党
の
議
員
支
部
の
段
階
で
あ

る
。
‘ヂ
モ
タ
一
フ
シ

1
の
奏
請
に
よ
る
と
一
議
員
は
党
指
導
者
に
優
越
じ
、
選
挙
民

は
党
員
に
優
越
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
替
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
実
際
に
は
反

対
の
現
象
が
生
じ
、
多
く
の
政
党
に
あ
っ
て
は
党
指
導
者
が
議
員
に
揺
令
を

与
え
る
傾
向
が
強
化
さ
れ
て
い
く
事
情
を
夫
々
の
段
階
院
お
け
る
両
者
の
相

互
関
係
の
分
杭
か
ら
説
明
し
て
い
る
。
(
第
三
章
〉
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部

政
党
制
度

草

r

第
一
部
で
は
互
い
に
異
な
る
政
党
構
造
が
、
組
織
、
党
員
、
最
近
の
指
導

傾
向
等
の
観
点
か
ら
朗
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
第
二
部
で
は
い
く
つ
か
の
類
型

の
政
党
制
度
が
分
析
解
明
さ
れ
る
。

一
党
制
国
家
を
別
と
す
る
と
各
国
に
は
こ
っ
以
上
の
政
党
が
存
在
す
る

が
、
そ
れ
ら
い
く
つ
か
の
政
党
の
共
存
形
態
と
様
式
市
ど
が
特
出
歯
お
政
党
制

度
で
あ
る
と
著
者
は
定
義
す
る
。

政
党
制
度
は
、
複
雑
な
要
素
の
産
物
で
あ
り
、
一
般
的
原
因
を
挙
げ
る
こ

と
は
容
易
で
な
い
が
、
各
国
に
特
有
の
政
治
的
伝
統
、
社
会
欝
造
、
宗
教
、
、

人
種
構
成
、
陪
絞
対
立
等
を
別
と
す
る
と
各
国
に
共
通
な
一
般
的
要
因
が
あ

り
、
そ
れ
陥
選
挙
制
度
で
あ
る
と
著
者
は
考
え
る
。

そ
れ
故
第
二
部
の
基
本
的
視
角
は
政
党
制
度
と
選
挙
制
度
と
の
相
関
関
係

い
か
ん
と
い
う
点
に
お
か
れ
る
が
、
二
部
全
体
を
貫
く
著
者
の
一
二
つ
の
定
式

を
最
初
に
記
述
し
て
お
こ
う
。
、

け
比
例
代
表
制
は
国
定
的
、
相
互
独
立
的
か
つ
安
定
的
な
複
数
政
党
か
ら



0'ザ

な
る
制
度
を
助
長
す
る
。

ι

同
一
一
投
票
多
数
制
度
事
玄

5宮
古

8
3
Z守
E
o
g
)
は
柔

軟
、
相
互
依
存
的
か
っ
相
対
的
に
安
定
し
ピ
複
数
の
政
党
か
ら
な
る
政
党

ご
制
度
を
助
長
す
る
。

同
尚
早
純
多
数
単
記
投
禁
制
度
は
独
立
の
主
要
政
幹
部
捕
に
権
力
が
交
替
さ
れ

る
三
大
政
党
側
を
助
長
す
る
。
一

J

こ
の
↓
般
的
公
式
一
し
は
第
二
部
の
背
骨
と
も
い
う
ぺ
一
き
も
の
で
あ
る
が
、
著

者
は
ζ

れ
を
政
党
制
度
の
解
明
に
お
け
る
第
ム
の
作
業
仮
設
で
あ
る
と
の
べ

て
い
る
ー
か
く
て
政
党
制
度
解
樹
の
視
座
が
選
挙
制
度
に
お
か
れ
る
τζ

と
の

必
黙
的
結
果
と
し
て
選
挙
制
度
に
関
連
し
党
議
論
が
穿
常
に
多
く
、
特
定
政

党
制
度
が
特
定
国
家
に
何
故
に
発
生
し
、
外
の
国
で
牧
異
な
っ
た
制
度
が
存

在
し
発
展
し
た
の
か
と
い
っ
た
わ
れ
わ
れ
に
最
も
関
心
あ
る
問
題
は
部
分
的

に
触
れ
ら
れ
て
は
い
て
も
こ
こ
で
の
中
心
題
目
で
は
な
い
。

三
大
政
党
側
の
昼
間
的
分
布
、
時
間
的
継
起
を
詳
細
に
検
討
し
た
後
J

著

者
は
十
九
世
紀
以
来
一
一
一
つ
の
類
型
の
一
一
大
政
党
制
が
存
在
し
た
と
い
う
。

ー
け
財
産
的
制
限
選
挙
制
が
英
国
の
保
守
党
対
自
由
党
の
如
、
き
プ
ル
ジ
ヨ
ア

~
 

鮪

4

一
大
政
党
制
を
誕
生
さ
せ
た
。

砂
川
同
社
会
主
義
の
誕
生
、
発
展
に
よ
る
プ
ル
ジ
ヨ
ア
型
天
政
党
制
の
変
形

ジ
マ
法
一
九
は
修
涯
の
結
果
と
L
て
も
た
ら
さ
れ
た
保
勾
党
対
社
会
主
義
的
政
党
の

J
3
L
h政
貸
し
制
。

ζ

の
場
合
の
社
会
主
義
的
恵
比
と
は
既
成
秩
序
一
応
脅
威
か
-

J

及
ぼ
さ
な
い
改
草
の
党
で
あ
っ
て
背
中
命
的
政
党
の
謂
で
は
な
い
。

」
わ
¥
向
共
産
賃
対
西
欧
型
政
鐙
の
対
立
が
、
イ
タ
リ
守
に
お
い
て
実
現
き
れ
つ

M

m

つ

あ

る

よ

う

な

こ

太

政

党

制

。

~

-

、

、

，

以
上
の
分
類
か
ら
一
一
元
的
政
党
対
立
に
づ
い
叉
と
つ
の
種
類
が
区
別
さ
れ

る
。
即
ち
附
一
一
つ
の
対
抗
す
る
政
党
の
差
異
は
二
次
的
目
的
か
、
文
は
手
段

に
関
し
て
で
あ
り
、
一
般
的
政
治
哲
学
や
体
制
の
根
本
的
議
縫
い
に
つ
い
て
は
，

両
者
に
根
本
的
同
意
が
存
在
す
る
技
術
的
な
ご
一
万
主
義
と
同
体
制
、
γ

政
治
生

活
様
式
を
廻
つ
え
両
者
に
根
本
的
対
立
が
存
在
す
る
よ
う
な
形
市
土
的
コ
元

主
義
と
で
あ
る
。

著
者
は
二
犬
政
党
制
が
政
治
社
会
の
自
然
で
あ
る
と
い
う
一
般
的
な
考
え

に
立
脚
し
て
い
る
が
、
仁
の
自
然
が
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
国
家
で
の
み
自
由

.
に
展
開
し
、
犬
部
分
の
大
陸
諸
国
家
で
成
長
を
阻
ま
れ
た
の
仰
い
何
放
か
の
理

由
の
説
明
を
各
国
政
党
制
度
の
個
別
的
研
究
に
譲
っ
て
い
る
P
従
つ
宅
著
者

が
そ
れ
に
う
い
て
挙
げ
る
要
因
は
決
定
的
原
因
と
し
て
で
は
な
く
、
一
般
的

要
因
と
し
て
前
述
し
た
と
こ
ろ
の
単
純
多
数
単
記
投
票
制
度
が
二
大
政
党
制

に
有
利
で
あ
る
と
い
う
い
た
け
に
す
ぎ
な
い
。
そ
じ
て
、
同
選
挙
制
度
と
ご
大

政
党
側
と
の
間
に
は
殆
ど
完
全
な
照
応
関
係
が
見
ら
れ
る
と
し
て
各
国
の
事

情
を
詳
述
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
同
選
挙
制
度
は
い
つ
い
か
な
る
場
合
で
も
一
一
大
政
党
主
義
に
導

く
も
の
で
あ
る
う
か
。
こ
う
自
問
し
て
著
者
は
、
す
で
に
一
一
元
主
義
が
‘
存
在

す
る
場
ム
口
、
間
選
挙
制
度
は
旧
政
党
の
分
裂
や
新
政
党
の
誕
生
に
も
拘
ら
ず

長
期
的
に
は
一
一
元
主
義
を
持
続
せ
し
め
、
又
二
大
政
賞
制
え
の
明
白
な
傾
向

が
あ
%
場
合
に
は
こ
の
選
挙
制
度
は
新
た
に
二
大
政
党
対
立
を
実
現
可
能
な

ら
ん
め
る
と
答
え
て
い
る
。

3
て
二
大
政
党
側
が
自
然
で
あ
る
と
い
う
著
者
の
観
点
は
多
党
側
を
論
ず

る
場
合
の
出
発
点
で
あ
る
。
一
一
一
つ
以
上
の
い
か
な
る
数
を
ち
予
想
し
う
る
多

党
制
を
固
定
的
に
類
型
化
す
る
こ
と
は
不
司
能
で
あ
る
。
そ
乙
で
著
者
は
多

t

持
品
制
に
ア
プ
帆
r
l
チ
す
る
た
め
の
理
論
的
模
型
を
立
で
る
一
yr
即
ち
社
会
的
に

-187ー
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干
自
然
な
一
一
完
全
義
の
傾
向
が
、
季
の
側
に
寄
る
嚢
喜
一
戸
内
部
的
分
裂
を
タ

評
分
裂
し
た
こ
の
意
見
の
鑑
績
を
い
う
三
つ
の
現
象
に
よ
っ
て
多
様
に
修
涯
を

千
蒙
っ
た
状
態
と
し
て
多
輩
簡
を
考
察
す
J
A
。
保
守
扱
対
急
進
訴
の
白
熱
的
二
、

書
一
克
主
義
は
と
の
操
作
に
従
っ
て
付
保
守
極
端
振
同
保
守
程
健
旗
開
急
進
極
端

減
崎
急
進
強
健
汲
の
四
つ
に
類
別
さ
れ
る
。
ー
の
模
型
に
従
っ
て
多
数
党
制

の
具
体
的
事
制
が
選
挙
制
度
と
の
関
連
で
説
明
さ
れ
る
。

次
い
で
一
著
者
は
単
一
政
党
制
度
広
触
れ
る
が
、

7

ァ
シ
ス
ト
盛
単
一
政
党

と
共
産
党
型
単
一
政
党
の
機
能
的
構
造
的
特
質
の
北
較
分
訴
の
態
度
は
か
な
、

り
客
観
的
で
あ
る
ι
政
党
理
論
、
政
党
第
造
、
社
会
的
階
級
的
性
格
、
体
制

に
お
け
る
役
割
、
指
導
構
造
及
び
エ

F
1
手
形
成
方
法
等
の
諸
点
に
閣
し
両

，
単
一
政
党
聞
の
、
異
同
が
分
析
さ
れ
る
?
ハ
第
一
章
)

場

穴

政
党
勢
力
の
測
定
に
は
何
等
か
の
測
定
尺
度
を
前
提
と
す
る
が
一
応
一
一
一
つ

の
規
準
を
あ
げ
る
と
と
が
で
'
き
る
。

uv政
党
員
数
料
投
票
者
数
回
門
議
席
数
が

そ
れ
で
あ
る
。
政
党
員
数
は
前
述
し
た
よ
う
に
各
政
党
聞
に
普
遍
的
な
党
員

の
定
義
を
見
出
す
こ
と
が
不
可
能
な
た
め
、
同
一
政
党
の
歴
史
的
な
勢
力
発

援
の
考
察
か
、
類
似
す
る
政
党
聞
の
勢
力
比
較
の
場
合
に
の
み
使
用
が
限
定

'
さ
れ
、
従
っ
て
客
観
的
尺
度
と
し
て
は
伺
伺
が
利
朗
で
き
る
に
す
ぎ
な
ふ
。
一

同
は
輿
論
に
お
け
る
政
党
勢
元
、
開
H
H
政
覚
の
統
治
能
力
を
測
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

著
者
は
政
党
勢
力
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
け
議
席
の
絶
対
多
数
を
占
め
る

e

政
党
同
主
要
政
党
同
小
政
貨
を
区
別
し
均
一
夫
冷
の
カ
マ
ゴ
ヲ
ー
に
属
す
る
政

党
の
心
程
、
行
動
厳
式
、
一
ソ
社
会
学
的
性
格
、
選
挙
制
度
&
の
関
謹
等
を
論
述

" 

"..:..' 

し
、
つ
い
勺
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
基
準
に
し
て
民
主
的
国
家
に
お
け
る
政
党

進
化
の
分
析
か
ら
政
党
勢
力
発
展
に
お
け
ぷ
い
く
つ
か
の
共
通
の
発
展
型
を

探
ろ
う
と
す
る
。
そ
し
て
次
の
四
つ
の
発
展
型
を
あ
げ
て
い
る
。

H
交
替
叉
は
振
子
運
動
型
。
二
大
政
党
制
下
に
一
般
的
な
裂
で
政
党
聞
で

交
互
に
政
権
が
交
替
さ
れ
る
。

同
安
定
問
分
裂
。
一
変
替
型
が
政
党
勢
力
の
最
大
の
変
動
に
照
応
す
る
の
と

は
一
対
照
的
に
こ
れ
は
政
党
勢
力
の
最
大
の
固
定
性
広
見
合
う
裂
で
あ
る
O

L
ア
テ
イ
ズ
ム

同
左
翼
主
義
。
徐
キ
に
で
は
あ
る
が
規
則
的
に
左
べ
の
う
7

イ
ド
を
示
す

型
で
様
々
な
型
が
区
別
さ
れ
る
。

附
回
世
党
の
消
波
、
新
政
党
の
誕
生
な
し
に
左
翼
政
党
に
有
利
医
右
翼

政
党
が
弱
体
化
さ
れ
る
場
合
u

プ
ロ
ッ
ク

同
全
般
的
に
ご
つ
の
集
団
の
均
衡
を
保
持
し
つ
つ
夫
キ
の
内
部
陀
一
内
的

.
進
化
が
見
ら
れ
る
場
合
。

刊
旧
左
滋
党
に
対
し
新
た
に
行
動
的
、
非
妥
協
的
左
翼
党
が
と
っ
て
代

る
場
合
。

同
他
の
一
切
の
政
党
を
犠
牲
に
し
て
、
急
進
的
左
翼
政
党
が
出
現
す
る

場
合
。

明
支
配
選
。
、
主
要
政
党
、
絶
対
多
数
議
席
数
を
も
っ
政
党
と
は
概
念
的
に

異
な
る
も
の
で
、
あ
る
政
党
が
あ
る
時
代
と
詞
一
祝
さ
れ
る
場
合
支
配

政
党
と
な
る
。
刻
。
り
政
党
の
空
襲
、
理
念
、
方
法
、
郡
山
伊
時
代
の
そ

れ
ら
と
合
致
す
る
時
l
十
九
世
紀
後
半
の
英
国
が
自
由
賞
と
問
視
さ
れ

た
如
く
!
支
配
政
党
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
輿
論
が
支
配
的
た
と
信

じ
、
間
賞
の
敵
も
、
投
票
し
な
い
市
民
も
そ
の
優
越
的
地
位
と
勢
力
と

を
認
め
る
政
党
で
あ
る
。
J
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v 

こ
れ
ら
諸
類
型
は
あ
る
{
定
期
間
の
政
党
側
度
全
体
に
関
連
し
て
定
義
さ
F

2

ト
れ
た
も
の
で
あ
る
が
]
選
挙
制
度
や
政
党
戦
略
の
急
激
た
変
化
は
、
政
党
制

度
の
進
化
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
突
然
変
異
と
で
も
い
う
ベ
き
現
象
を
惹
起

す
る
。
こ
こ
で
も
著
者
は
選
挙
制
度
の
重
要
な
影
響
力
を
特
に
指
摘
す
る
。
-

「
夫
々
の
政
党
努
力
は
輿
論
花
依
拠
す
る
の
み
で
な
く
、
輿
論
表
現
の
た
め

の
諸
手
段
に
も
依
拠
す
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
『
著
者
は
輿
論
の
変
化
と
選
挙

制
度
と
の
相
互
関
係
を
次
の
よ
う
に
考
察
し
て
ι

い
る
ι

、
凶
リ
比
例
代
表
制
は
意
見
の
五
常
な
諸
変
化
に
鈍
感
で
、
一
時
的
で
か
つ
儀

小
の
も
の
で
あ
っ
て
も
輿
論
の
突
然
変
化
に
極
め
て
敏
感
た
る
こ
左
。

吋
同
単
純
多
数
単
記
授
察
側
出
院
は
亙
常
な
意
見
の
変
化
に
極
一
め
て
敏
感
だ
が

根
深
く
か
っ
持
続
的
な
も
の
で
な
《
て
は
輿
論
の
突
撚
変
化
に
舗
態
で

あ
る
こ
左
。

同
単
純
多
数
一
一
名
速
記
制
度
は
意
見
の
五
常
生
変
化
と
突
然
変
化
と
の
両

方
に
比
較
的
に
鈍
感
た
る
こ
と
。
ノ
、

こ
の
よ
う
な
公
式
は
絶
対
法
則
で
は
な
く
、
一
般
的
傾
向
を
示
す
も
の
で

し
か
な
い
こ
ー
と
を
著
者
は
断
り
て
は
い
る
が
、
こ
の
公
式
に
も
と
づ
い
て
、

輸
需
の
変
化
を
安
の
政
賞
制
度
雲
監
勢
力
島
全
る
も
の
と
七
て

政

の

選

挙

投

票

制

度

が

精

し

く

説

明

さ

れ

る

。

ヂ

ジ
一
説
座
が
選
挙
制
度
に
田
温
か
れ
た
主
主
同
弘
前
に
も
触
れ
-
た
が
政
党
聞
の
関
盟

ル
を
説
明
す
る
場
合
に
も
こ
の
男
法
は
一
貫
し
て
震
か
れ
て
い
る
6

か
く
て
著

一
'
業
は
政
党
閣
の
同
盟
に
は
掴
良
品
別
伝
統
、
歴
史
的
状
抑
制
、
ぺ
数
党
数
等
も
何
等

~
か
の
作
用
を
果
す
が
善
明
請
を
築
す
の
は
謹
挙
制
度
で
あ
る
と
工
光
、

い
三
つ
か
の
ι

一会式
s

れ
る
だ
け
で
、
考
察
の
重
点
は
選
挙
制
度
の
影
響
力
K
お
か
れ
て
い
る
点
は

著
者
の
方
法
論
を
理
解
す
る
の
に
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
ろ
う
。

ハ
第
二
章
)

、

七

こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
政
党
構
造
や
政
党
制
度
を
政
治
体
制
と
の
統
一

的
連
関
に
お
い
て
捉
え
る
に
あ
た
り
、
著
者
は
政
治
体
制
に
対
す
る
伝
統
的

ア
プ
ロ
ー
チ
は
完
全
に
時
代
後
れ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
を
著
者

ぬ
「
政
党
の
役
割
を
無
視
す
る
古
典
的
国
家
体
制
に
関
す
る
知
識
は
現
代
政

治
体
制
に
つ
い
て
の
誤
っ
た
見
解
を
与
え
る
が
、
古
典
的
国
家
体
制
を
無
視

し
て
も
政
党
の
役
割
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
現
代
政
治
体
制
に
つ
い
て
不
完

全
で
あ
ろ
ち
と
も
E
確
な
見
解
を
提
供
す
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。

政
党
の
発
展
が
政
治
体
制
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
の
重
要
性
の

指
摘
と
併
せ
て
注
意
さ
る
べ
き
点
は
著
者
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
観
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
最
も
簡
潔
に
し
て
か
っ
現
実
的
な
J
T

モ
ク
ヲ
シ

1
の
定

義
は
「
統
治
者
が
自
胞
に
し
て
か
つ
公
開
の
選
挙
に
よ
り
被
統
治
者
に
よ
っ

て
選
ば
れ
る
体
制
L

で
あ
マ
由
民
己
の
定
義
が
現
代
の
政
治
体
制
に
拡
大
さ
れ

る
と
、
現
代
の
経
済
的
社
会
的
諸
条
件
に
お
い
て
ヂ
モ
タ
ラ
シ
ー
が
存
続
し

う
る
の
は
政
党
制
度
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
い
う
こ
と
・
手
な
る
。
則
も
著
者

は、
r

政
党
な
き
政
治
体
制
は
支
間
者
の
社
会
的
固
定
に
よ
っ
て
必
践
的
に
保

守
的
体
制
と
な
る
が
、
政
党
の
み
が
卒
伍
か
ら
の
不
断
の
エ
リ
ー
ト
一
形
成
を

通
じ
て
、
代
表
と
い
う
ダ
モ
タ
ラ
シ

1
の
中
緩
概
念
の
糞
意
を
回
復
す
る
と

強
調
す
る
。

ゅ

T

一たずク
-7
ぐ
い
シ
ー
は
、
政
党
の
存
在
そ
の
も
の
に
よ
っ
之
脅
威
を
受
け
る
の

-189ー



い
う
著
者
の
鬼
一
解
は

一
歩
進
ん
で
)
「
政
党

J
ゅ
ー
訪
問
引
の
よ
っ
て
の
み
政
府
及
び
議
会

と
い
，
う
一
一
つ
の
同
類
の
機
械
が
運
転
可
能
」
と
さ
れ
る
程
の
重
要
な
任
務
を

書
v

課
せ
ら
れ
た
政
党
を
、
現
在
政
治
体
制
の
民
主
化
の
主
要
担
い
手
と
七
て
積

極
的
に
位
置
づ
け
る
ま
で
に
至
っ
て
い
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

著
者
は
古
典
的
代
表
理
論
の
葬
現
実
性
を
批
判
し
、
そ
の
理
由
を
選
挙

及
び
支
配
者
選
択
の
機
能
が
政
党
と
政
党
制
度
の
発
展
に
よ
っ
て
著
し
く
変

化
し
た
事
情
の
説
副
聞
に
求
め
る
R
政
党
の
介
在
に
よ
っ
て
選
挙
〆
と
議
員
、

国
民
と
議
会
と
の
直
接
交
渉
が
終
り
を
U

告
げ
た
点
、
候
補
者
指
命
に
対
す
る
〆

党
の
影
響
力
、
そ
の
様
式
等
の
分
析
に
お
い
て
著
者
は
視
角
を
選
挙
制
度
と

政
党
の
内
部
構
造
に
お
く
。
全
体
主
義
的
政
党
の
支
配
下
の
選
挙
は
勿
論
.
の

こ
と
、
複
数
政
党
側
下
の
選
挙
に
あ
っ
て
も
党
に
よ
る
候
補
者
指
命
の
発
展

に
よ
っ
て
純
粋
な
選
挙
か
ら
距
っ
て
い
く
傾
肉
が
詳
述
さ
れ
る
。

更
に
投
票
制
度
、
輿
論
、
政
党
制
度
と
い
う
一
一
一
者
の
相
互
関
係
が
精
七
く

検
討
さ
れ
る
が
、
説
明
は
極
め
て
機
能
主
義
的
で
一
次
的
決
定
的
要
因
が
何

で
あ
る
か
は
不
明
確
で
あ
る
。
例
山
え
ば
政
党
制
度
の
あ
る
変
化
が
選
挙
制
度

と
は
独
立
に
行
わ
れ
る
場
合
を
例
外
と
す
る
と
、
一
般
に
一
一
一
者
の
関
係
は
相

互
規
定
的
で
、
選
挙
制
度
の
改
掌
は
輿
論
の
表
現
H
投
票
に
間
接
的
効
果
を

及
ぼ
す
が
他
方
輿
論
の
構
造
は
政
党
制
度
に
反
映
さ
れ
る
、
更
に
政
党
制
度

は
輿
論
の
形
成
や
表
現
に
直
接
的
影
響
力
を
及
ぼ
す
と
同
時
に
、
選
挙
制
度

の
改
寧
も
政
党
制
度
の
修
E-vrも
た
ら
す
等
の
説
明
が
な
さ
れ
る
が
、
選
挙

制
度
の
改
革
が
決
定
的
契
機
な
の
か
、
そ
れ
と
も
政
党
制
度
の
変
章
か
あ
る

い
は
輿
論
の
変
化
が
決
定
的
原
因
な
の
か
は
明
確
に
な
さ
れ
な
い
。

著
者
に
は
寸
助
長
す
る
L

「
促
進
す
る
」
「
役
立
つ
」
'
「
'
有
利
で
あ
、
る
」

¥ 

「
自
然
の
傾
陶
で
あ
る
」
等
-4

の
表
現
形
式
が
極
め
て
多
い
が
J

ご
そ
れ
ら
が

時
に
著
者
の
議
論
を
極
く
平
面
的
な
も
の
と
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

だ
が
著
者
が
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
時
、
そ
の
意
見
の
公
平
な
鋭
き
と
、

政
治
現
象
に
つ
い
て
の
広
汎
な
知
識
を
十
分
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

即
ち
著
者
は
い
う
。

「
民
主
的
体
制
が
、
そ
の
体
制
の
諸
原
理
と
相
容
れ
な
い
よ
う
な
警
察
的

措
置
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
経
積
的
社
会
的
下
部
構
造
の
変
草
に
よ
り
て
、

共
産
党
を
安
定
化
し
弱
体
隼
己
せ
る
こ
と
に
も
し
成
功
し
な
い
な
ら
ば
、
ワ

イ
マ

l

ル
独
乙
が
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
主
義
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

ネ
オ

と
同
様
、
民
、
主
的
体
制
は
新
7

ア
シ
ズ
ム
に
無
力
な
姿
勢
で
直
面
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
L

現
代
の
政
党
現
象
を
広
い
視
野
と
展
望
に
立
っ
て
精
密
に
検
討
し
て
、
著

者
は
様
々
な
疾
患
を
政
党
の
構
造
や
政
党
制
度
に
認
め
な
が
ら
も
、
一
間
欧
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
貴
重
な
遺
産
で
あ
る
自
由
は
政
党
制
度
と
矛
盾
L
な
い
と
主

張
す
る
。
そ
し
て
、
伝
統
的
な
「
人
民
に
よ
る
人
民
の
支
酎
」
と
い
う
ヂ
モ

ク
ラ
シ

1
の
定
式
は
現
代
の
諸
条
件
下
で
は
「
人
民
の
中
か
ら
生
れ
る
エ
リ

ー
ト
に
よ
る
人
民
の
支
配
」
に
と
っ
て
代
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
、
こ
の
新
し
い

エ
リ
ー
ト
ゐ
不
断
の
形
成
こ
そ
政
党
に
よ
っ
て
の
み
可
能
だ
と
木
書
を
結
ん

で
い
る
。
三
一
章
及
び
結
論
)

木
蓄
は
政
党
現
象
を
貫
く
歴
史
的
法
則
の
究
明
を
目
的
と
す
る
よ
り
も
、

a
fポ
ロ
ジ

I

現
代
国
家
に
お
け
る
政
党
の
位
置
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
政
党
現
象
虫
類
到
学

を
構
成
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
の
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
以
与
に
よ
り
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
従
っ
て
様
々
な
類
型
構
成
、
根
本
的
傾
向
に
つ
い
て
の
数
多
く
の

公
式
め
列
挙
と
説
明
は
極
め
て
多
く
、
こ
の
こ
と
が
又
類
警
に
見
ト
り
れ
な
か

-140ー



4ち

っ
た
本
書
の
長
所
と
も
短
所
と
も
な
っ
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
公
式
よ

り
も
丸
公
式
に
遠
ず
る
ま
ノ
で
の
議
論
の
過
程
に
鋭
利
か
っ
独
創
的
解
釈
を
掬
み

と
り
う
る
が
、

S
-
E
・7
ア
イ
ナ
ー
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
た
ご
と
く
総
体

的
に
図
式
主
義
に
お
も
入
る
傾
向
が
あ
る
と
い
っ
た
印
象
が
残
一
る
。
現
象
相

互
間
の
関
係
に
つ
，
い
て
も
用
意
周
倒
な
観
察
を
下
す
が
、
相
互
作
用
は
機
借

主
義
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
根
本
的
要
因
が
方
法
的
に
明
確
に
さ
れ
な
い
。

政
治
学
的
法
則
を
決
定
す
る
に
当
つ
て
の
こ
の
慎
重
な
著
者
の
態
度
は
唱
者

自
身
の
木
警
の
限
界
と
欠
陥
の
自
発
に
根
指
し
て
は
い
る
が
、
例
え
ば
附
選

挙
制
度
の
影
響
力
は
必
ず
し
も
決
定
的
で
な
い
同
根
本
的
傾
向
を
示
唆
す
る

だ
け
で
あ
る
例
外
の
要
素
も
作
用
す
る
伺
例
外
的
現
象
が
あ
る
同
こ
の
公

式
、
仮
設
が
字
義
通
り
応
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
等
、
著
者
の
公
式
の
説
明

に
お
け
る
頻
繁
な
限
定
条
件
ば
今
少
し
く
体
系
的
に
整
理
し
て
欲
し
か
づ
た

と
い
う
期
待
を
起
こ
さ
せ
る
。

公
式
の
裏
付
け
が
具
体
的
実
証
的
に
な
さ
れ
な
が
ら
i
豊
富
な
笑
例
を
示

し
え
な
か
っ
た
が
|
公
式
自
体
が
形
式
的
静
態
的
な
の
は
、
著
者
が
機
能
的
…

ア
プ
ロ
ー
チ
に
従
う
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
一
一
部
で
特
に
選
挙
制
度
ぷ
貌
角
が
t

一
党
ぉ
ゆ
れ
な
が
ら
そ
の
た
め
に
統
一
的
説
明
、
の
破
綻
に
終
る
場
津
川
多
山

品
概
念
使
用
品
に
は
著
し
く
援
隊
で
あ
り
、
著
者
独
自
の
罫
京
一
図
式

ず
ジ
ー
主
義
に
災
さ
れ
で
科
学
的
戸
敵
密
性
を
欠
へ
い
て
い
る
個
所
、
更
に
公
式
の
説
明

J
E

に
お
い
て
資
料
選
択
の
基
準
と
方
法
と
が
厳
密
に
客
観
的
と
は
い
巳
い
え
な
い
，

一Y

個
所
も
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
。

ζ

の
然
に
関
し
J

歴
史
的
変
僻
に
お
け
る

V

-
配
分
析
と
論
理
的
次
元
で
の
努
析
と
の
混
同
が
特
ピ
自
に
つ
ふ
た
Q

~

，
h

以
上
色
々
註
文
一
と
も
疑
問
と
も
つ
か
な
い
も
の
を
列
挙
し
た
が
筆
者
の
最
、

大
の
一
不
満
は
本
蓄
が
社
会
構
造
簡
を
方
法
論
的
に
失
が
て
い
る
と
い
う
認
で

~、島

金

; 

あ
る
。
政
党

ρ構
造
と
政
党
制
度
の
分
析
が
社
会
帯
造
と
の
全
体
的
文
脈
に

お
い
て
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
数
多
く
の
公
式
、
及
び
概
念
操
作
が
非
歴
史

的
で
あ
り
、
形
式
的
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

本
警
が
こ
れ
ま
で
の
政
党
研
究
の
集
大
成
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
又

AF4レ
イ
ジ
ア
の
説
く
ご
と
く
R
・
ミ
ヘ
ル
ス
の
「
。
拝
耳
目
専
の
瑳
論

の
民
主
的
側
面
」
を
正
当
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て

も
、
今
後
の
政
党
研
究
に
有
力
な
手
懸
り
を
与
え
て
く
れ
る
と
い
う
意
味

で
著
者
の
最
初
の
意
図
は
十
分
成
功
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
各
国
に
お
け

'
る
豊
富
な
資
料
を
駆
使
し
、
実
証
的
裏
付
を
背
後
に
用
意
し
な
が
ら
展
開
さ

れ
る
著
者
の
議
論
か
ら
、
今
後
の
研
究
に
当
っ
て
貴
重
な
一
ぷ
唆
を
受
け
と
る

こ
と
が
で
き
だ
が
、
筆
者
の
未
熟
か
ら
そ
の
一
端
す
ら
紹
介
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
党
と
統
治
構
造
と
の
関
係
、
政
党
の
政
治
指
導
の
問
題
、
政
党
主
社
会

構
造
と
の
連
崩
閃
等
今
後
の
研
究
に
委
ね
ら
れ
た
問
題
は
余
り
に
も
多
い
。
そ

れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
詳
細
な
理
論
構
成
を
試
み
る
こ
と
は
将
来
の
課
題
で

あ
る
が
、
本
書
は
そ
の
た
め
の
有
力
な
理
論
的
武
器
を
与
え
て
く
れ
る
も
の

と
い
い
え
よ
う
O

マ

一

、

v

J

詮
筆
者
が
直
接
参
照
す
る
こ
と
の
で
き
た
本
書
の
書
評
は
入
匂
0
5片
色

mgag-〈
。
目
・
同
-
Z
0・∞・。
2
・
岡
田
町
品
)
と
(
巧

2
5
句。一回仲仲間
n
p
〈。戸

白
・
岡
田
詔
)
及
び
一
{
〉
-MV-mdMF
〈。
F
M
F
d
E
-
Z
0・
N)
の
一
一
一
つ
で
あ
る
。

一
本
書
は
一
九
五
一
年
の
ヂ
一
ブ
ン
ス
語
版
の
英
訳
で
あ
る
が
一
九
五
四

年
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
第
コ
版
が
出
版
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
主
だ
入

手
、
し
て
い
な
い
が
本
書
は
初
艇
の
英
訳
ハ
一
九
五
周
年
)
で
あ
る
こ

と

を

お

断

り

し

で

お

き

た

い

。
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